
No.

1
店名 邸名（イニシャル）

　

作品名
タイトル

作品概要　全体説明　アピールポイント　リフォーム後の図面・写真 邸

「ひとりから、ふたりへ。」の家
株式会社竹野内建設リファイン海田

Ａ様

コンセプト 

ひとりから、ふたりへ。 
暮らしかたも 
住まいも 

使
う
こ
と
も
な
か
っ
た
和
室
は
 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
、
 

「
使
え
る
」
空
間
に
な
っ
た
。
 

さあ、４月。30代のふたりの暮らしが始まる。お引越し日も決まっていたことから、工事期間はひと月。 
白色を基調にした、シンプルモダンな空間となったＬＤＫ。ホワイトオーク柄の床に、重厚感のあるソファやリビング収納、キッチンカ
ウンターの色がアクセントになる。今まで使っていたダイニングテーブルやチェアもしっくりと馴染む。吊戸棚や垂れ壁を撤去したキッ
チンはストレスを感じさせない。キッチン背後には、あればいいなあと言われていた造作収納棚を設けた。奥様は料理好き、きっと料理
本も並ぶだろう。悩みだったそれぞれの部屋の収納の問題も解決し、ふたりの好みに合わせた新しい暮らしがはじまる。 

使
う
こ
と
が
な
か
っ
た
和
室
は
、
押
入
れ
を
含
め
て
雰
囲
気
を
が
ら

り
と
変
え
た
。
普
段
は
引
込
戸
を
開
き
、
リ
ビ
ン
グ
と
一
体
的
に
使
う

が
、
来
客
時
は
、
戸
を
閉
め
て
客
間
と
し
て
も
使
え
る
便
利
な
空
間
と

な
る
。
ラ
ッ
ク
な
ど
に
置
い
て
い
た
多
く
の
Ａ
Ｖ
機
器
は
、
壁
面
収
納

の
設
置
で
、
す
っ
き
り
と
し
た
暮
ら
し
を
描
く
。
 

 after 



No.

2
店名 邸名（イニシャル）

作品名
タイトル 「ひとりから、ふたりへ。」の家

作品詳細　　部位解説　リフォーム前後の図面・写真 邸株式会社竹野内建設リファイン海田
Ａ様

コンセプト 

１ 

①
②    

布団も数は無く、使用されない和室の押入は、 
物を適当に押し込むだけの場所だった。  

３ 

テレビやスピーカーをはじめ、ＡＶ
機器が置いてあったリビングルーム
は、リビング収納で解決した。 
 

after 

⑤    

⑥  

ふたりの暮らしをささえる 
“わたしたちの仕事”がはじまる。 

３０代のA様は薬剤師。結婚を機に一人で住んでいた住まいをリフォームして、新居にふさわ

しくしたいという希望だった。ただし、全面改装は予算の関係で提案していない。 東広島市、

酒都と呼ばれる西条、中心部にある中規模マンションを社長と担当の二人で訪問すると、２

００５年築でそれほどの汚れもなかった。しかし、Ａ様は２人暮らしを前に収納の不便を盛ん

に言われた。各部屋にはクローゼット、押入れがあり、それにホールにはサービスルームま

であるので、最初は意外に思った。 
各部屋を目視しながら写真を撮る。そして、悩みや要望を聞き取っていく。聞き取りの充実
はプランの充実につながることから、この作業を私たちは大切にしている。 
確かに、型通りの分譲マンション。４ＬＤＫとサービスルームの間取りで広さは十分だが、
個々の収納は住まい手目線ではないことが理解できた。悩みの一つ一つを丁寧に解決する
必要があった。また、水回りも１０年を過ぎていたことから、最新の設備品に取り換える絶好
のタイミングとなった。 

リビングルームにはテレビ、スピーカーを 
はじめ、ＡＶ機器が所せましと並べられていた。 

２ 

before 

１ 

納戸は使いにくかった。 

before 

●ＲＣ造 中規模マンション  
●2005年築 
●４ＬＤＫ+Ｓ  
●家族2人 30代 

３ 

before 

ﾊﾝｶﾞｰパイプや可動棚を設置したＷＩＣとする。 

  【 わたしたちの仕事  ― 想像する ― 】 

 この限られた空間の中での住まい手の暮らしを想像し、住まい手の目

線に立ってみる。住まい手の心の寄り添う提案は、ここから生まれる。 

５ 

【 わたしたちの仕事   ― 工夫する ― 】 

     まず、雑然としたリビングルームの使い勝手の向上、さらに、使われていなかった隣の和室との一体化を図る。  

     限られた室内空間を最大限に生かしたい。 
 

６ 

４ 

③    

④

押入は、何を収納するかを決め、棚を
配置した。これで、どこに何を収めるか
で悩むことはなくなる。ワインセラーもこ
こにある。 

 

after 

after 

ＬＤＫと和室を一体化し、 
開放的な「使える」空間とする。 
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3
店名 邸名（イニシャル）

作品名
タイトル 「ひとりから、ふたりへ。」の家

作品詳細　　部位解説　リフォーム前後の図面・写真 邸株式会社竹野内建設リファイン海田
Ａ様

コンセプト 

キッチンの吊戸棚や垂れ壁を撤去し、圧迫感のないすっきりとした空間を作った。キッチン背後

には奥行きのあるカップボードを配置。食器類の収納の不安は無い。図書類や雑貨を飾れる

造作収納も設けた。お持ちのダイニングテーブルをキッチンと並べることで、配膳や後片付け

の動線に配慮した。夜はダウンライトや建築化照明、ペンダントで落ち着ける空間を演出する。 

各部屋の収納についてもすべて解決でき、ふたりの人生の門出を祝い、暮らしを支える住まい

となった。 

 

 

after 
after 

before 

家族を見守る、 
やさしくて 
あたたかい 

空間をつくる。 

①    
②    

【 

わ
た
し
た
ち
の
仕
事 

―
 

支
え
る ―

 

】 

近
い
将
来
、
共
働
き
の
ふ
た
り
に
赤
ち
ゃ
ん
も
加
わ
る
だ
ろ
う
。 

仕
事
、
家
事
、
さ
ら
に
育
児
で
多
忙
に
な
る
日
々
の
暮
ら
し
を
、 

楽
し
く
、
素
敵
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。 

before 

一人暮らしのキッチンとダイニングは、ものが

あふれており、ワインボトルなども窓辺に並

べられていた。 

 

 

２ 

  

【 わたしたちの仕事 ― 仕組む ― 】 

おふたりがどこにいても、気配を感じ、 

自然にやさしい会話が生まれる 

しあわせの仕組みを作る。 

  

１ 

洗面やトイレも省エ

ネに配慮したパナ

ソニックの最新商

品を設置。 

照明はすべてＬＥ

Ｄを採用した。 

３ 

４ 

５ ６ 

③    

④    

⑤    

⑥    


